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目　次 　長岡市は、関越・北陸自動車道の結節点にあり、さらに国道８号・１７号などにより、関東、東
北、北陸方面との広域的な道路ネットワークを形成しています。これまで、このような交通の要衝
である優位性を最大限に活かしながら、経済の発展を図ってまいりました。
　しかしながら、急激に進行する少子高齢化や人口減少の波は、長岡市や中越地域にも押し
寄せており、将来においてさらに発展を遂げるためには、地域をネットワークで結び、人・モノ・情報
の高密度な交流を実現し、新たな価値を創造することが喫緊の課題となっております。
　また、長岡市は昨年12月には、中枢中核都市に選ばれ、東京一極集中を抑制するため、中
越地域全体の経済・生活を支え、地方創生をけん引する役割が期待されております。
　このような状況の中、将来を担う若者たちが未来に夢を抱き、ふるさとに誇りを持ち、そして、
長岡市が日本海側の拠点として、さらに発展を遂げることを目指し、次の１００年に向け「長岡版
広域道路ビジョン」を策定するものです。

　本ビジョンは、長岡市総合計画など、中越地域の自治体の総合計画や、国・新潟県の関連す
る計画を踏まえ、「道路版百年の計」として、道路整備の将来的な方向性と連携軸の強化に向
けた目標を示しております。
　策定にあたっては、学識経験者や経済界、若者の代表などからなる「長岡版広域道路ビジョ
ン懇談会」を設置し、ご意見をお聞きしながら検討してまいりました。
　今後、このビジョンを長岡市及び中越地域の道路整備目標に掲げ、国、県、周辺市町村と連
携を図りながら、実現を目指してまいります。
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火焔土器

錦鯉 棚田 奥只見湖

長岡まつり大花火大会 国営越後丘陵公園

海水浴

美人林

2.現状と課題
交流人口（観光）

　少子高齢化･人口減少は、全国的に喫緊の課題となっており、「国土のグランドデザイン20
50」（平成26年国土交通省）によると、2050年には、全国６割の地域で人口が半分以下にな
るとされております。
　長岡市をはじめとする中越地域においても、首都圏への人口流出などによる人口減少が続
いております。また、高齢化率も将来にわたって上昇を続けることが予測されております。

　大河信濃川を軸に、山岳から平野･海岸にわたる多様な自然環境、日本の原風景を感じさせ
る景観や、火焔土器に代表される縄文文化･歴史に根差した良好で風情のある市街地景
観、さらに、国営越後丘陵公園や長岡まつり大花火大会など、多様な観光資源を活かしたより
一層の交流人口の拡大が必要です。
　また、インバウンドについては、新潟県内の外国人宿泊数はスキーシーズンを中心に徐々に
増加していますが、中越地域は低迷を続けています。今後、新たな広域観光周遊ルートの形成
など、周遊を促す広域連携や情報発信が必要です。

定住人口
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人口の推移

高齢化率（65歳以上の割合）の推移

広域関東周遊ルート（平成28年6月認定）

新潟県地域別外国人宿泊状況

※中越：長岡市、三条市、柏崎市、小千谷市、加茂市、
　　　 見附市、田上町、出雲崎町、刈羽村

出典：「都道府県・市区町村別統計表（国勢調査）」「日本の地域別将来推計人口」(平成30年3月推計) 国立社会保障・人口問題研究所

出典：「都道府県・市区町村別統計表（国勢調査）」「日本の地域別将来推計人口」(平成30年3月推計) 国立社会保障・人口問題研究所

出典：「広域観光周遊ルート形成計画概要」 国土交通省観光庁

出典：「平成28年新潟県観光入込客統計」 
　　    平成29年11月 新潟県観光企画課

佐渡

上越

平成年度

下越

魚沼

中越※



鶏・養蚕、その他畜産物 0.7％ 肉用牛 1.1％
乳用牛 2.4％
豚 3.2％その他 1.0％

いも類 0.9％
豆類 1.5％

畜産
7.4％

野菜
11.0％

耕種
92.6％

米 78.2％

農業産出額
232 億
2,000 万円

防災・減災
　中越地域は、油田開発に端を発する機械産業や交通の優位性を活かした先端産業が集積
しています。また、我が国有数の米どころを活かした飲料･食品加工産業が盛んです。さらに、産
学官が連携した技術開発･研究･人材育成が盛んであり、こうした産業や地域資源の集積を
活かして、企業進出を促す方策が必要です。
　また、会津地域も、ICT技術を生活に積極的に取り入れる、先端技術と歴史が融合する地
域であることから、連携の枠を広げることで、新たな技術の創出が期待できます。

　中越地域では近年、水害・土砂災害・地震・雪害など多くの災害が発生しているほか、雪崩や異
常降雪などによる道路交通への影響も懸念されております。また、原発事故からの避難路の強化
を図る必要があり、安全・安心で住みやすい地域づくりが求められております。
　さらに、中越地域は首都圏や中部・近畿圏の大規模地震時等において、交通拠点としてバック
アップの役割が期待されている地域であり、そのためのきめ細やかな道路ネットワークが必要です。
　中越医療圏は、隣接する医療圏からの救急搬送率が高く、救急搬送時間の短縮が求められ
ております。隣接医療圏との連携強化とともに、より迅速な救急搬送ができる道路ネットワーク
が必要です。

技術・産業

学生の技術開発
（長岡高専の学生チームが開発した水田の水位
や温度･湿度などをチェックできる監視システム
が、全国高専プログラミングコンテストで特別賞
など３賞を受賞、「起業家甲子園」やシリコンバ
レーの「起業家育成プログラム」にも参加）
出典：長岡市HP
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長岡市、柏崎市、魚沼市、小千谷市
の製造品出荷額（新潟県内シェア）

連携枠の拡大

長岡市における原子力被害対策重点区域

中越地域の医療施設と機能別区分

出典：「平成26年工業統計表」経済産業省

長岡市の農業産出額

魚沼産コシヒカリ    　　　　　 地  酒

出典：「原子力災害に備えた避難計画」 長岡市

出典：「第７次 新潟県地域保健医療計画」 平成30年3月新潟県

中越大渋滞（長岡市中之島 国道8号）

新潟県中越沖地震（長岡市大積 国道8号）

新潟・福島豪雨（長岡市川口 魚野川）

出典：小千谷市復興計画の長期検証（総括）
　　  平成26年10月

出典：「平成19年7月16日 新潟県中越沖地震」
　　　北陸地方整備局 北陸技術事務所

新潟県中越地震（小千谷市 国道１１７号）

出典：「長岡市都市計画マスタープラン」平成29年3月

災害拠点病院 

No. 施設名 機能別区分 No. 施設名 機能別区分

① 厚生連長岡中央綜合病院 ●■ ⑫ 厚生連柏崎総合医療センター ●▲

② 吉田病院 ⑬ 関病院

③ 三島病院 ⑭ 国立病院機構 新潟病院 ●

④ 新潟県立精神医療センター ⑮ 柏崎中央病院 ●

⑤ 長岡西病院 ● ⑯ 立川ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ柏崎厚生病院

⑥ 長岡赤十字病院 ○●□■▲

⑦ 長岡保養園

⑧ 長岡療育園

⑨ 田宮病院

⑩ 立川ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ悠遊健康村病院

⑪ 立川綜合病院 ●

厚生連小千谷総合病院 ●

⑱ 小千谷さくら病院

見
附
市

見附市立病院⑲ ●

小
千
谷
市

長

岡

市

柏
崎
市

⑰

地域医療支援病院 救急告示病院 がん診療連携拠点病院 救命救急センター 

②①

③

⑤

④

⑧

⑥

⑩

⑨

⑦

⑫

⑪

⑬
⑭

⑮

⑰

⑯

⑲

⑱

見附市 

長岡市 

出雲崎町 

刈羽村 

柏崎市 

小千谷市 

長岡市 



「ふくしま道づくりプラン（H22策定）」
　における類型区分

「県復興計画（第1次）重点プロジェクト
　対象路線」

：基幹的な道路 13路線
：地域連携道路の内12路線

：基幹的な道路 13路線
：地域連携道路 19路線

3.都市構造
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　平成３０年には、幕府軍が新政
府軍と戦った戊辰戦争から150年
の節目を迎えました。中越地域と会
津地域は共にその激しい戦場とな
り、深いつながりがあります。
　戦国時代から明治末期まで、八
十里越を利用して、南会津地域で
は、食塩、魚類、鉄製品などの生活
用品を越後から移入し、また、ここ
から繊維原料、林産物、労働力な
どを越後へ送り出していました。

会津地域とのつながり
　中越地域は、新潟県の中央部に位置し、中でも長岡市は、高速道路や新幹線等を介して
首都圏などへつながる交通の要衝として栄えてきました。
　関東に近い中越地域が下越地域･上越地域と連携を強化することで新潟県全体の発展に
つながり、また、歴史的なつながりが深い福島県の会津地域を新たな連携軸で結ぶことで、交流
の枠を更に広げることができます。

中越地域周辺の都市構造

磐越道
・国道49号

八十
里越

(国道
289号

）

六十里
越

(国道
252号

)

新潟圏域、中越圏域、魚沼圏域、上越圏域の広域圏計画

八十里越

県土連携軸･交流ネットワーク基盤強化プロジェクト【ネットワーク図】

中越地域周辺の都市構造（人口は平成27年）
出典：「平成27年国勢調査 人口等基本集計結果」 総務省統計局
　　※会津地域の一部（郡山市湖南、天栄村湯本）の人口は自治体HPより

出典：「新潟県広域都市計画マスタープラン（平成29年3月）」 新潟県
出典：「福島道づくりプラン（復興計画対応版）（平成25年）」 福島県

出典：「八十里越を翔る」パンフレット 
　　  長岡国道事務所 



両津港

二見港

小木港

柏崎港

上越魚沼地域
振興快速道路

姫川港

北陸新幹線

小名浜港

山形自動車道

松本糸魚川
連絡道路

岩船港

会津縦貫道路

寺泊港

赤泊港

新潟港

日本海東北自動車道

新潟山形南部連絡道路
山形新幹線

東北中央自動車道

常磐自動車道

磐越自動車道

あぶくま高原道路
いわき東道路

東北新幹線
常磐自動車道

北関東自動車道

北関東自動車道

関越自動車道

上越新幹線

長野自動車道

上信越自動車道

北陸新幹線

直江津港
北陸自動車道

東北自動車道

日 本 海

太 平 洋

凡例

：新幹線
：高速道路

：国際拠点港湾
：重要港湾
：地方港湾

上

長野

上越地域

首 都 圏

中越地域

東北圏

日光

那須

佐渡島

中部圏

富
山 

金
沢 

近
畿
圏

北東アジア
との交流

会津地域

  ・会津地域を経由して、日光、那須、栃木などの北関東、さらには
　関東が身近になり、これまで以上に行動範囲が拡大 ！　日帰り
　観光が可能に ！
  ・新たな広域観光周遊ルートの形成により、新たな観光客、イン
　バウンドをキャッチ ！
  ・中越地域の食、産業の新たな物流ルートの構築により、物流、
　人流が活性化 ！
  ・関越道、磐越道の代替道路、原発事故の避難路など、広域的
　な防災・減災力アップ ！　首都圏のバックアップの役割にも期待 ！

  ・首都圏や東北圏に向かう連携軸が複数確保され、災害時にも
　安定した往来が可能に ！
  ・新潟港や新潟空港に向かう連携軸が強化され、港湾や空港な
　どを活用した人や物の流れが活発に！　北東アジアなど国際交
　流にも期待 ！
  ・寺泊を経由した佐渡への連携軸が強化され、寺泊の北前船に
　まつわる観光資源や、インバウンドに人気の佐渡を周遊する観
　光ルートが形成 ！

  ・十日町を経由し、長野さらに中部圏が身近に ！
  ・中越地域の食、産業の新たな物流ルートの構築により、物流、人流
　が活性化 ！
  ・信濃川四季の景観、美しい棚田、酒、米、そば、アグリツーリズムなど
　をうまく組み合わせインバウンドをキャッチ ！
  ・中部地方、首都圏につながるリダンダンシー（複数ルート）の確保に
　より、関東大規模地震の際、広域的な防災・減災力アップ ！

  ・上越地域とのネットワーク強化により、その先の富山、金沢さらに近
　畿圏が身近に ！
  ・新たな広域観光周遊ルートの形成により、新たな観光客やイン
　バウンドをキャッチ ！
  ・近畿、中部圏につながるリダンダンシー（複数ルート）の確保によ
　り、東海、東南海地震の際、広域的な防災・減災力アップ ！

③富山、金沢さらに近畿圏へつながる連携軸

④十日町、長野さらに中部圏へつながる連携軸

②首都圏や東北圏へつながる連携軸

①会津、日光など、太平洋側へつながる連携軸

①会津、日光など、
　太平洋側へ
　つながる連携軸

②首都圏や東北圏へ
　つながる連携軸

④十日町、長野さらに中部圏へ 
　つながる連携軸

③富山、金沢さらに近畿圏へ
　つながる連携軸

新潟空港

下越地域

4.新たな連携軸
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〔方針〕

・広域連携による、地域の産業や資源などの一層の活用
・港湾や空港、新幹線とのつながりによる、物流・人流の広域化
・安全・安心で住みやすい地域づくり
・信濃川東西市街地の一体化

広域的に強化すべき連携軸



越後線

弥彦線

信濃川

信濃川

只見川

奥只見湖

猪苗代湖

桧原湖

阿賀野川

阿賀野川

阿賀川

信
濃
川

魚野川

中ノ口川

信越本線

羽越本線

米坂線

磐越西線磐越西線

会津鉄道会津線

白新線

越後線

信越本線

飯山線

上越新幹線

北陸急行ほくほく線

上越魚沼地域振興快速道路

只見線

上越線

北陸自動車道

日本海東北自動車道

磐越自動車道

福 島 県

関越自動車道

新 潟 県

日 本 海

山 形 県

8

8

8

17

116

17

49

新潟港
新潟空港 新潟山形南部連絡道路佐渡島

寺泊港

直江津港

両津港

赤泊港

小木港

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎港

二見港

会津縦貫南道路

田子倉湖

出雲崎
見附

凡例

：国際拠点港湾
：重要港湾
：地方港湾

：直轄道路
：高速道路

：新幹線

三 条

山 形

線

柏 崎

魚 沼

十日町

小千谷

燕

会津地域

阿

長 岡

北東アジア
との交流

富 山

長 野 日光 那須 北関東

太
平
洋

佐渡へ

290

290

252

首都圏

新 潟

大積 PA

長岡北スマート IC

長岡 IC

小千谷 IC

長岡南越路スマート IC

中之島見附 IC

三条燕 IC
燕三条駅

長岡駅

越後川口 IC
堀之内 IC

小出 IC

西山 IC

柏崎 IC

米山 IC

浦佐駅

会津地域につながる連携軸
～歴史的つながり、夢も膨らむ広域ルート～

  ・戊辰戦争をはじめ長い歴史の中で培われた経済・文化交流が復活 ！
  ・優れたものづくり産業、先進技術、大学など専門教育融合により、
　どこにも負けない先端技術の育成に期待 ！
  ・会津、日光、那須など有名観光地が身近になり、行動範囲が広がる
　（夢膨らむ広域ルート） ！
  ・磐越道、関越道に加えて新たな太平洋側への横断軸が形成、中越
　地域のみならず新潟県全体の防災・減災力アップ ！
  ・中越地域への県境を越えた救急搬送が可能に ！

  ・信濃川左岸軸の強化により、新潟と長岡・小千谷・十日町が繋がり、
　新たな連携軸を形成 ！
  ・佐渡との観光連携、新たな観光ルート形成で、インバウンドをキャッチ ！
  ・港湾、空港などのゲートウェイとの連携により、中越地域の魅力・宝を
　長野方面、さらには北東アジアに発信 ！
  ・スマートIC、産業団地との連携により、産業が活性化。働く場、雇用の
　創出にも期待 ！
  ・国道17号、8号と対になった災害時のリダンダンシー機能も担う ！

～中越の魅力・宝を全国、世界へ～

信濃川左岸の南北軸

中越地域の一体性を強化する東西軸
～越後三山から日本海までをつなぐ広域ルート～

  ・中越地域の自然豊かな海や山、中心市街地を連携し、住民が豊かな
　生活を満喫 ！
  ・ウインタースポーツ、マリンレジャー、新鮮な海や山の幸、豪雪地帯ならで
　はの雪景色などを活用しインバウンドをキャッチ ！ 
  ・中山間地の生活と都市部の生活の融合 ！ 　農業を営みながらいつでも
　都市の魅力を満喫 ！
  ・これまで諦めていた冬期間の通行も円滑に ！ 　災害時のリダンダンシー
　機能も担う ！
  ・隣接医療圏からの迅速な救急搬送が可能に ！

東西市街地の一体化
～中越地域全体の発展のために～

  ・中越地域の発展には信濃川で分断された東西市街地の一体化が重要  ！
  ・橋りょう部の強化により、都市機能の連携強化が促進 ！
  ・高速道路と連携した道路ネットワーク強化により、買い物やレジャー、通
　勤・通学など、暮らしやすいまち、安全・安心なまちに ！
  ・各連携軸が結びつき、中越地域全体の人・モノ・情報の流れが活性化 ！

　　　　：会津地域につながる連携軸　　　：信濃川左岸の南北軸　　　：中越地域の一体性を強化する東西軸　　　　：東西市街地の一体化

11 12

〔連携軸〕

中越地域が将来、強化すべき連携軸
〔方針〕

・広域連携による、地域の産業や資源などの一層の活用
・港湾や空港、新幹線とのつながりによる、物流・人流の広域化
・安全・安心で住みやすい地域づくり
・信濃川東西市街地の一体化

北陸自動車道

7

116



越後線

弥彦線
信濃川

関川

信濃川

只見川

奥只見湖

猪苗代湖

桧原湖

阿賀野川

阿賀野川

阿賀川

信濃川

魚野川

中ノ口川

羽越本線

米坂線

磐越西線磐越西線

会津鉄道会津線

白新線

越後線

信越本線

飯山線

上越新幹線

北陸急行ほくほく線

上越魚沼地域振興快速道路

只見線

上越線

北陸自動車道

北陸自動車道

上信越自動車道

日本海東北自動車道

磐越自動車道

福 島 県

只見町

関越自動車道

新 潟 県

日 本 海

山 形 県

8

7

8

8

17

116

116

17

49

新潟港
新潟空港

北陸新幹線
妙高はねうまライン

新潟山形南部連絡道路

佐渡島

寺泊港

直江津港

両津港

赤泊港

小木港

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎港

二見港

会津縦貫南道路

田子倉湖

出雲崎

長 岡

魚 沼小千谷
柏 崎

会津若松

至 日光 那須

至 小名浜港

見附 会津中央病院

国道
289 号（八十里越道路）

402

402

352

290

290

252

352

252

289

49

凡例

：事業中（都市計画決定含む）

：強化すべき軸

：軸の強化に向けた目標

❶三条～只見町 国道 289 号 ( 八十里越 )

：一般道
：高速道路

：新幹線

：国際拠点港湾
：重要港湾
：地方港湾

基幹的な道路
(ふくしま道づくりプランより)

基幹的な道路
(ふくしま道づくりプランより)

栃尾地域と国道 289 号 ( 八十
里越 ) を最短ルートで結び、
会津連携軸を強化

【会津地域につながる連携軸共通の目標】
雪国の中で特に豪雪地帯を通る軸であるため、年間を通じて連携できるよう冬期交通を円滑化

❶❶❶三条～只見町 国道289号 (八十里越)
地域連携道路
(ふくしま道づくりプランより)大積 PA

長岡北スマート IC

長岡 IC

小千谷 IC

長岡南越路スマート IC

中之島見附 IC

越後川口 IC
堀之内 IC

小出 IC

西山 IC

柏崎 IC

米山 IC

道の駅 新潟ふるさと村

道の駅 阿賀の里

道の駅 国上
道の駅 庭園の里 保内

道の駅
燕三条

地場産ｾﾝﾀｰ

道の駅 良寛の里わしま

道の駅 パティオにいがた
道の駅 漢学の里しただ

道の駅 越後出雲崎天領の里

道の駅 西山ふるさと公苑

道の駅 風の丘米山

道の駅 Ｒ２９０とちお

道の駅 いりひろせ

道の駅 ちぢみの里

道の駅 ゆのたに 深雪の里

道の駅 越後川口

長岡赤十字病院

八十里越

六十里越
（冬期通行止め）

田子倉ダム
中山隧道

奥只見ダム

道の駅 きらら 28

長岡造形大学

長岡技術科学大学
長岡崇徳大学

長岡駅
長岡大学

新潟工科大学 小千谷総合病院

柏崎総合医療センター

魚沼基幹病院

新潟産業大学

立川綜合病院

長岡工業高等専門学校

蓬平温泉
あまやち会館

只見河井継之助記念館

三条燕 IC

燕三条駅

浦佐駅

長岡中央綜合病院

5.軸の魅力、軸の強化に向けた目標
会津地域につながる連携軸

13 14

関越自動車道と磐越自動車道の間の

空白地帯を補完する会津連携軸の形成

 １．会津との歴史･文化交流
　・戊辰戦争をはじめ長い交流の歴史をふまえた、会津地域との
　 更なる歴史・文化交流が可能となります。

 ２．若者の交流促進
　・特色ある学術機関が連携の輪を広げ、新しい技術が生まれ
　 ます。また、若者が他の地域と交流を深めることで人材育成
　 や郷土愛の醸成につながり、新しい文化や活動の創出に期
　 待できます。

３．観光周遊促進
　・会津地域や日光、那須などの北関東を含めた新たな周遊ル
　 ートが形成されます。歴史的なつながりや美しい自然景観、食
　 などを活かした中越地域ならではの観光ルートにより、国内は
　 もとよりインバウンドキャッチにも期待できます。また、美しい風
　 景を眺める移動時間そのものを観光資源として楽しむことが
　 できます。

４．太平洋側との連携による防災・減災機能強化
　・一年を通して通行できる道路をつくることで、太平洋側との災
　 害時のリダンダンシーや原発避難路が確保されます。
　 また、関東の大規模地震時等のバックアップ機能強化につ
　 ながります。
　・県境を越える命の道として、只見町などから中越地域への広
　 域的な救急搬送が可能となります。

1.会津との歴史･文化交流
「峠 最後のサムライ（2020年公開）」

 ２．若者の交流促進  ３．観光周遊促進  ４．太平洋側との連携による
　 防災・減災機能強化

～歴史的つながり、夢も膨らむ広域ルート～

  Railstation.net

 福島県や北関東
の大学



至 長野

越後線

弥彦線

関川

信濃川

只見川

奥只見湖

猪苗代湖

桧原湖

阿賀野川

阿賀野川

阿賀川

信濃川

魚野川

中ノ口川

羽越本線

米坂線

磐越西線磐越西線

会津鉄道会津線

白新線

越後線

信越本線

飯山線

上越新幹線

北陸急行ほくほく線

上越魚沼地域振興快速道路

只見線

上越線

北陸自動車道

北陸自動車道

上信越自動車道

日本海東北自動車道

磐越自動車道

福 島 県

只見町

関越自動車道

新 潟 県

日 本 海

山 形 県

8

8

8

17

116

116
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新潟港
新潟空港

北陸新幹線
妙高はねうまライン

新潟山形南部連絡道路

佐渡島

寺泊港

直江津港

両津港

赤泊港

小木港

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎港

二見港

会津縦貫南道路

田子倉湖

長 岡

魚 沼
柏 崎

会津若松

至 日光

至 山形

国道
289 号（八十里越道路）

402

402

352

290

290

252

352

佐渡へ佐渡へ佐渡へ

616116

❷大河津分水路左岸道路
（国道 402 号寺泊バイパス含む）

❶左岸バイパス南北延伸
（長岡北スマート IC ～長岡南越路スマート IC）

北東アジア
との交流

北東アジア
との交流

北東アジア
との交流

出雲崎

116

116

8

17

17

❸長岡南越路スマート IC ～小千谷 IC

凡例

❷大河津分水路左岸道路
❸長岡南越路スマート IC ～小千谷 IC

❶左岸バイパス南北延伸

：事業中（都市計画決定含む）

：軸の強化に向けた目標

：一般道
：高速道路

：新幹線

：国際拠点港湾
：重要港湾
：地方港湾

：強化すべき軸

現道活用も含め最短ルートを
検討し、信濃川左岸の南北軸
を強化

見附

7

大積 PA

長岡北スマート IC

長岡 IC

小千谷 IC

長岡南越路スマート IC

中之島見附 IC

越後川口 IC
堀之内 IC

小出 IC

西山 IC

柏崎 IC

米山 IC

道の駅 新潟ふるさと村

道の駅 阿賀の里

道の駅 国上 道の駅 庭園の里 保内

道の駅 良寛の里わしま

道の駅 パティオにいがた

大河津分水路

道の駅 漢学の里しただ
道の駅

越後出雲崎天領の里

道の駅 西山ふるさと公苑

道の駅 風の丘米山

道の駅 Ｒ２９０とちお

道の駅 いりひろせ

道の駅 ちぢみの里

道の駅 ゆのたに 深雪の里

道の駅 越後川口

長岡赤十字病院
八十里越

六十里越
（冬期通行止め）

田子倉ダム

中山隧道

奥只見ダム

道の駅 きらら 28

浦佐駅

立川綜合病院

蓬平温泉
あまやち会館

三条燕 IC寺泊魚の市場通り

良寛記念館

大地の芸術祭の里

道の駅
瀬替えの郷せんだ

道の駅
燕三条

地場産ｾﾝﾀｰ
燕三条駅

長岡駅 長岡中央綜合病院

片貝花火

小千谷総合病院

柏崎総合医療センター

魚沼基幹病院

信濃川左岸の南北軸

15 16

信濃川右岸の国道8号、17号の対になる

信濃川左岸の南北軸の形成

１．観光周遊促進
　・新潟空港、寺泊港などとのアクセス性を強化し、中越地域や佐渡
　 の特色ある観光資源を結びつけることにより、国内観光客はもと
　 より、インバウンドの増加に期待できます。さらに十日町や長野方
　 面との連携強化により、誰にでも分かり易い広域周遊ルートが形
　 成され、積極的な観光施策が展開されます。

２．海外との交易ルートの強化
　・信濃川左岸の連携軸と高速道路のインターチェンジが結ばれ
　 ることで、中越地域を中心に新潟県を縦断する物流ルートが
　 強化されます。新潟方面へのアクセス性が向上することにより、
　 新潟港、新潟空港を活用して、中越地域の宝を北東アジア等
　 海外へ発信することが可能となります。

３．地域産業の振興
　・ものづくりの現場と高速道路がスムーズにつながることで、地
　 域の未来をけん引する先端産業の連携が強化され、流通の促
　 進につながります。
　・インターチェンジ周辺に産業団地が整備され雇用の場が生ま
　 れることにより、中越地域全体ににぎわいが創出されます。

４．広域的な防災・減災機能強化
　・信濃川右岸の国道８号、１７号と対となる南北軸の形成によ
　 り、リダンダンシーが確保され、中越地域の防災・減災機能
　 強化につながります。また、港湾・空港や、長野・中部圏との連
　 携強化により、災害時の広域的な救援が可能となります。

～中越の魅力・宝を全国、世界へ～

１．観光周遊促進 ２．海外との交易ルートの強化 ３．地域産業の振興 ４．広域的な防災・減災機能強化

たほりつこ[グリーンヴィラ]
photo 安齋重男

原広司+ｱﾄﾘｴ・ﾌｧｲ建築研究所
「越後妻有里山現代美術館［ｷﾅー ﾚ］」

 photo 安斎重男

マ・ヤンソン/MAD アーキテクツ
「Tunnel of Light」

 photo Osamu Nakamura
草間彌生「花咲ける妻有」
photo Osamu Nakamura

長岡北スマートIC
至 新潟・山形

至 富山・東京

北陸
自動
車道

長岡北スマート
流通産業団地

長岡鉄鋼団地

小千谷



越後線

弥彦線

信濃川

関川

信濃川

只見川

奥只見湖

猪苗代湖

桧原湖

阿賀野川

阿賀川

信濃川

魚野川

中ノ口川

信越本線

羽越本線

米坂線

磐越西線

会津鉄道線

白新線

越後線

信越本線

飯山線

上越新幹線

北陸急行ほくほく線

上越魚沼地域振興快速道路

只見線

上越線

北陸自動車道

北陸自動車道

上信越自動車道

日本海東北自動車道

磐越自動車道

福 島 県

只見町

関越自動車道

新 潟 県

日 本 海

山 形 県

8

7

8

8

17

49

新潟港
新潟空港

北陸新幹線

妙高はねうまライン

新潟山形南部連絡道路

佐渡島

寺泊港

直江津港

両津港

赤泊港

小木港

柏崎刈羽
原子力発電所

柏崎港

二見港

会津縦貫南道路

田子倉湖

魚 沼

長 岡

小千谷
柏 崎

会津若松

至 富山

至 首都圏

国道
289 号（八十里越道路）

402

352

290

252

352

❶国道 352 号
（萱峠バイパス）

❷長岡東西道路 4車線化

❸長岡ニュータウン連絡道路

❹大積スマート IC（仮称）

（参考）国道 17 号浦佐バイパス

出雲崎

116

116

8

8

17

17

現道を拡幅するなど、
冬期交通を円滑化

長岡市中心部と
魚沼地域を最適
ルートで結び
東西軸を強化

見附

（国道 17 号～新産）

（参考）国道 8号柏崎バイパス
大積 PA

長岡北スマート IC

三条燕 IC

長岡 IC

小千谷 IC

長岡南越路スマート IC

中之島見附 IC

越後川口 IC

堀之内 IC

小出 IC

西山 IC

柏崎 IC

米山 IC

道の駅 新潟ふるさと村

道の駅 阿賀の里

道の駅 国上
道の駅 庭園の里 保内

道の駅 良寛の里わしま

道の駅 パティオにいがた

道の駅 漢学の里しただ道の駅 越後出雲崎天領の里

道の駅 西山ふるさと公苑

道の駅 風の丘米山 道の駅 いりひろせ

道の駅 ちぢみの里

道の駅 ゆのたに 深雪の里

道の駅 越後川口

長岡赤十字病院
長岡造形大学

長岡駅

六十里越
田子倉ダム

中山隧道

山古志闘牛場

蓬平温泉
あまやち会館

奥只見ダム

長岡技術科学大学 長岡大学
長岡工業高等専門学校

新潟工科大学
新潟産業大学

立川綜合病院

長岡崇徳大学
国営越後丘陵公園

薬師スキー場

須原スキー場

大原スキー場

大湯温泉スキー場

奥只見丸山スキー場

小出スキー場

日本海フィッシャーマンズケープ

：事業中（都市計画決定含む）

：軸の強化に向けた目標

❶国道 352 号（萱峠バイパス）
❷長岡東西道路 4車線化（国道 17 号～新産）
❸長岡ニュータウン連絡道路
❹大積スマート IC（仮称）

凡例

：一般道
：高速道路

：新幹線

：国際拠点港湾
：重要港湾
：地方港湾

：強化すべき軸

浦佐駅

道の駅
燕三条

地場産ｾﾝﾀｰ
燕三条駅

長岡市営
スキー場

古志高原
スキー場

長岡中央綜合病院

片貝花火

魚沼基幹病院

小千谷総合病院

柏崎総合医療センター

４．中越地域の防災・減災機能強化
　・雪でも通行止めにならず、安心して通行できるネットワークが形
　 成され、地震・洪水・原発事故等災害時のリダンダンシーが確
　 保されるなど、中越地域の防災・減災機能が一層強化されます。
　・日本海側経由のルートを活用して、太平洋側の大規模地震
　 時等の有事の際に、富山、石川、近畿圏への広域的な救援
　 が可能となります。
　・隣接医療圏から中越医療圏へのアクセス性が向上し、迅速な
　 救急搬送が可能となります。

３．地域産業の振興
　・新たなスマートＩＣや高速道路、直轄国道を結ぶネットワークを
　 強化することにより、中越地域の産業を首都圏、関西圏へ発
　 信し、流通を促進します。
　・中山間地へのアクセス性が向上することにより、季節によって
　 働く場を変えるなど、若者向けの雇用創出が可能となります。

２．観光周遊促進
　・地域固有の農業を活用したアグリツーリズム、ウィンタースポー
　 ツや豪雪地帯の生活体験など、年間を通してユニークな観光
　 施策が展開されます。
　・中越地域の内陸部から富山、金沢等北陸方面への新たな観
　 光ルートを開拓することができます。

中越地域の一体性を強化する東西軸

17 18

国道17号、国道8号、国道116号を結ぶ東西軸の形成

中越地域、上越地域が広域の環状機能で連携強化
１．豊かな自然と都市部の連携強化
　・海や山などの豊かな自然と都市部の往来がスムーズになり、
　 日本らしい四季のある生活を体感できます。
　・農山村部と都市部のアクセス性が強化され、農業を営みな
　 がら都市の利便性を享受でき、都市部の住民ものどかな農
　 村風景をいつでも楽しむことができます。

～越後三山から日本海までをつなぐ広域ルート～

１．豊かな自然と都市部の連携強化 ２．観光周遊促進 ３．地域産業の振興 ４．中越地域の防災・減災機能強化



❷長岡東西道路 4車線化（国道 17 号～新産）

凡例

：事業中（都市計画決定含む）

：軸の強化に向けた目標

❶フェニックス大橋 4車線化

❹大積スマート IC（仮称）
❸長岡ニュータウン連絡道路

：強化すべき軸

❶フェニックス大橋 4車線化

❶左岸バイパス南北延伸
（長岡北スマート IC ～長岡南越路スマート IC）

市民に愛される地域のシンボル
長生橋の延命化

渋滞している蔵王橋の強化を図り、
東西市街地の一体化を促進

352

8

17

8

8

404

352
351

404

404

404

351

蔵王橋

長岡大橋

大手大橋

長生橋

フェニックス大橋

498

8

126

473

22

69

263

467

170

444

48

48

467

86

467

166
499

498

370

111

472

580

9

283

23

長岡駅

北長岡駅

宮内駅

長岡 JCT

長岡 IC

長岡北 SIC

北陸
自動

車道

北陸自動
車道

関
越
自
動
車
道 上

越
新
幹
線

信
越
本
線

上
越
線

信濃川河川公園

市営陸上競技場

新潟県立近代美術館

長岡造形大学

新潟県立歴史博物館

長岡赤十字病院

悠久山公園
長岡工業高等専門学校

長岡中央綜合病院

長岡市営スキー場

長岡市営牧場

長岡市東山ふれあい農業公園

長岡墓地公園

雪国植物園

長岡ニュータウン公園

国営越後丘陵公園

信
濃
川

長岡大学

長岡技術科学大学

長
岡
東
バ
イ
パ
ス

左
岸
バ
イ
パ
ス

352

須
川

渋
海
川

太
田
川

柿
川

栖
吉
川

福
島
江
用
水

長岡
バイ

パス

長岡東西道路

351

凡例

：DID 地区

長岡市郷土史料館

大積 PA

長岡崇徳大学

立川綜合病院

１．都市機能の連携強化 ２．暮らしやすいまち ３．連携軸の強化

東西市街地の一体化

19 20

橋りょう部の強化により、東西市街地が一体化

更に各軸が環状機能で結びつき、中越地域全体の発展につながる
１．都市機能の連携強化
　・信濃川橋りょう部の交通容量の拡大や老朽化対策を進めることにより、
　 信濃川で分断された東西市街地が一体化し、病院、大学、長岡駅など
　 の都市機能の連携強化が図られます。

２．暮らしやすいまち
　・信濃川で分断されている東西市街地の一体化により、市役所などの行
　 政施設、大型商業施設、子育て支援施設、国営公園など市民生活に
　 密着した施設が利用しやすくなり、誰もが暮らしやすさを実感すること
　 ができます。また、円滑な交通により、災害時や救急搬送時のリダンダ
　 ンシーが確保され、安全・安心なまちとして、定住人口の増加につながり
　 ます。

３．連携軸の強化
　・信濃川橋りょう部は中越地域全体の交通の要であり、橋りょう部の交通
　 を冬期も含め一年を通して円滑にすることで、各連携軸が結びつき広域
　 のネットワークが強化されます。このネットワークの強化により、人、モノ、
　 情報の流れが活性化するなど様々な効果をもたらし、中越地域が日本
　 海側の拠点として発展することが期待されます。

～中越地域全体の発展のために～

3大学1高専連携



6.ソフト施策
除雪体制の維持・強化

長 生 橋

準天頂衛星 準天頂衛星による
自車位置把握

各種センサーで
障害物を検知

運転制御・操作支援

トランジットモールの例
※トランジットモール：道路の一般車両の通行を制限して歩行者や自転車専用
　の空間とし、バスやLRTなどの公共交通機関のみに開放した利用方法。 

中越大渋滞（長岡市国道８号） 長岡圏域情報連絡本部による情報伝達訓練

消雪パイプ 高度化された除雪車のイメージ

 ・現在の長生橋(３代目：1937年完成)は、完成から80年以上が経過しました。2013年には構 
  造的にも貴重で、景観的にも優美であることが評価され、土木学会の選奨土木遺産に認定 
  されています。また、東西市街地を連絡する重要な道路機能を担うほか、長岡まつりの大花 
  火大会ではナイアガラの舞台となるなど、市民に愛される地域の大切なシンボルとなっています。
 ・この地域のシンボル「長生橋」を未来へ残すため、長寿命化工事を適切に行うとともに、トラン
  ジットモールといった公共交通を主体とした利用方法、あるいは大型車を規制し負担を軽減す
  るなどの検討が必要です。

 ・豪雪時における大規模渋滞の抑制や通行止め時間の短縮を図るためには、ＮＥＸＣＯ、国、県  
  市町村が一体となった除雪体制の確立が必要です。
 ・現在開発が進められている除雪車の自動運転技術の導入により、除雪作業の安定化、省力
  化を目指します。
 ・消雪パイプについては、IoTなどの新技術を活用し高度化を図ります。
 ・様 な々取組みにより、一年を通して安全・安心な交通を確保し、有事の際の避難路確保や観光  
  客の増加などにつなげていきます。

長生橋の延命化

21 22

出典：「新金沢交通戦略」  金沢市都市政策局

出典：「第１回冬季道路交通確保対策検討会」 国土交通省

制御盤



棚　田

紅　葉花　見 只見線沿いの風景

日本海の夕日 スキー場 

観光バス等を活用した移動サービスの充実

〔観光客の移動〕

実証実験走行ルート

MaaSによるサービス提供イメージ

アルパカ牧場

〔生活の足の確保〕

診療所や支所

〔子供たちの移動〕

児童館

拠点

やまこし地域での実験車両イメージ

   ・平成30年度に長岡市山古志地域で「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転
　 サービスの実証実験を行います。
   ・自動運転サービスを活用し、高齢化が進行する地域の生活を支える基盤、人流・物流の確
　 保を目指します。
   ・地域に魅力を感じ、豊かな自然の中で暮らしたいと考える人の定住にもつながります。
   ・今後ますます増える交通弱者に対応するため、自動運転技術を活用した新たな公共交通シ
　 ステムの実現を目指します。

   ・広域観光周遊ルートを形成し、観光バス等の移動サービスを充実させることで、マイカーを利
　 用しない高齢者やインバウンドの観光需要増加に対応します。移動中の美しい自然景観自
　 体も観光のひとつとして楽しめます。
　・スマートフォンアプリなどを用いて、移動手段の検索･予約･決済をまとめて実施したり、必要
　 な観光情報を同時に提供することで、快適な観光周遊が可能となります（MaaS※等）。

自動運転技術の活用

23 24

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした
　　自動運転サービス実証実験 HP 国土交通省

出典：「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転サービス
　　  第１回地域実験協議会資料（平成30年11月）  国土交通省北陸地方整備局

出典：「新たなモビリティーに関する近年の状況について」国土交通省総合政策局

※Mobility as a Service



7.策定経緯等
懇談会メンバー策定経緯

25 26

長岡版広域道路ビジョン懇談会

第1回懇談会

氏　名 所　　属 役職名
丸山　　智 ◎  長岡商工会議所 会　　頭

中出　文平 〇 長岡技術科学大学 副   学   長

鯉江　康正 長岡大学 副   学   長

川口 とし子 長岡造形大学 教　　授

鈴木　金次 越後ながおか農業協同組合　経営管理委員会 会　　長

奈良場 義夫 越後さんとう農業協同組合   経営管理委員会 会　　長

稲田　育彦 長岡地域商工会連合 会　　長

江口 健太郎 長岡青年会議所 理   事   長

小宮山 佳秀 小千谷商工会議所 会　　頭

西川　正男 柏崎商工会議所 会　　頭

井口　政秀 魚沼市商工会連絡協議会 会　　長

渋川　恵男 会津若松商工会議所 会　　頭

- 道路整備の方向性 -

- 現状と課題 -

- 軸の強化に向けた目標 -

- 長岡版広域道路ビジョンの策定 -

第2回懇談会

第3回懇談会

平成30年8月7日（火）

平成30年10月23日（火）

第4回懇談会
平成31年3月19日（火）

シンポジウムの開催
平成31年2月3日（日）平成31年2月8日（金）～2月28日（木）

パブリックコメント

平成30年12月19日（水） 川上　太基 栃尾福祉会　障害者支援施設　守門の里 生活支援員

榎園　早苗 長岡にこっとクラブ

長岡市　土木部　土木政策調整課
【事務局】

代　　表

（敬称略）※◎印は座長、○印は副座長

懇談会の様子



｜信濃川左岸の南北軸｜
　中越の魅力・宝を全国、世界へ

｜会津地域につながる連携軸｜
　歴史的つながり、夢も膨らむ広域ルート

｜中越地域の一体性を強化する東西軸｜
　越後三山から日本海までをつなぐ広域ルート

｜東西市街地の一体化｜
　中越地域全体の発展のために

〒940-0062　新潟県長岡市大手通2-2-6市民センター4階　 TEL.0258-39-2307　FAX.0258-39-2273

長岡市土木部 土木政策調整課

Railstation.net

首 都 圏

中　部

富山 金沢 近畿

北東アジア 東　北

両津港

佐渡島

二見港

小木港

柏崎港

姫川港

北陸新幹線

赤泊港

岩船港

寺泊港

新潟港
新潟空港

日本海東北自動車道
山形新幹線

東北新幹線

常磐自動車道

首都圏中央連絡自動車道

北関東自動車道

関越自動車道

上越新幹線

長野自動車道

上信越自動車道

北陸新幹線

直江津港
北陸自動車道

東北自動車道

日 本 海

中央自動車道

本海東日本海東日本 北自北

柏崎港

寺泊港

新潟

三条

魚沼

柏崎

小千谷

十日町

会津
長岡
NAGAOKA

日光

長野

燕

岡岡岡

太 平 洋

磐越自動車道


